
12018年9月13日第5報 小堀鐸二研究所平成30年北海道胆振東部地震（M6.7)について

震度分布

気象庁のwebページより
http://www.jma.go.jp/jma/press/1809/06a/kaisetsu
201809060510.pdf
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■観測記録
司･翠川(1999)にならい記録を処理

・地表の記録
・NSとEWの大きい方のみ
・10Hzのローパスフィルタ処理

・距離は点震源（気象庁）からの
震源距離X

■距離減衰式［司･翠川(1999)］
・モーメントマグニチュードMw6.6

（F-net）
・震源深さ37km（気象庁）
・距離は等価震源距離Xeq

距離減衰特性（最大加速度）

縦軸：最大加速度PGA(Gal)
横軸：距離X(km)10
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震度

最大加速度-最大速度-震度 Ｉの関係
（K-NET,KiK-net地表）

I = log(PGA×PGV)+2.0 
［武村(1994)］

気象庁のwebページより
http://www.jma.go.jp/jma/press/1809/10b/kaisetsu2018091
01100.pdf



22018年9月13日第5報 小堀鐸二研究所震度分布（震度計）



32018年9月13日第5報 小堀鐸二研究所F-net 地震のメカニズム

F-netのwebページより http://www.fnet.bosai.go.jp/event/tdmt.php?_id=20180905180700&LANG=ja



42018年9月13日第5報 小堀鐸二研究所周辺で発生した過去の地震、余震

気象庁のwebページより
https://www.data.jma.go.jp/svd/eqev/data/2018_09_06_iburi/iburi_shindo.pdf

気象庁のwebページより
http://www.jma.go.jp/jma/press/1809/07c/kaisetsu201809071600.pdf



52018年9月13日第5報 小堀鐸二研究所震源周辺の活断層（石狩低地東縁断層帯）

地震本部のwebページよりhttps://www.jishin.go.jp/main/chousa/katsudansou_pdf/06_ishikari-teichi_2.pdf ,  https://www.jishin.go.jp/main/choukihyoka/ichiran.pdf



62018年9月13日第5報 小堀鐸二研究所長周期地震動階級

気象庁のwebページより
http://www.jma.go.jp/jma/press/1809/06a/kaisetsu201809060510.pdf

気象庁のwebページより
http://www.data.jma.go.jp/svd/eew/data/ltpgm/20180906030805/9011.html



72018年9月13日第5報 小堀鐸二研究所最大加速度が大きいKiK‐net

IBUH01 追分
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Pseudo Velocity Response (h=5%)

IBUH02 穂別
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Pseudo Velocity Response (h=5%)

各観測点位置
（9/13現在 データ入手地点
KiK-net TOP4, K-NET TOP6）

防災科学技術研究所のwebページより http://www.kyoshin.bosai.go.jp/kyoshin/instant/



82018年9月13日第5報 小堀鐸二研究所最大加速度が大きいKiK‐net

防災科学技術研究所のwebページより http://www.kyoshin.bosai.go.jp/kyoshin/instant

HDKH01 平取西
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Pseudo Velocity Response (h=5%)
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Pseudo Velocity Response (h=5%)

SRCH09 栗山

各観測点位置
（9/13現在 データ入手地点
KiK-net TOP4, K-NET TOP6）



92018年9月13日第5報 小堀鐸二研究所最大加速度が大きいK-NET

防災科学技術研究所のwebページより http://www.kyoshin.bosai.go.jp/kyoshin/instant/

HKD125 穂別

HKD103 幌毛志
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Pseudo Velocity Response (h=5%)

2018/09/06 03:07:50 at HKD125: K-NET station, Intensity: 6.1
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Pseudo Velocity Response (h=5%)

2018/09/06 03:07:52 at HKD103: K-NET station, Intensity: 5.9

各観測点位置（9/13現在 データ入手地点 KiK-net TOP4, K-NET TOP6）

HKD127 追分
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Pseudo Velocity Response (h=5%)

2018/09/06 03:07:52 at HKD127: K-NET station, Intensity: 6.4



102018年9月13日第5報 小堀鐸二研究所最大加速度が大きいK-NET

防災科学技術研究所のwebページより http://www.kyoshin.bosai.go.jp/kyoshin/instant/

HKD128 早来
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Pseudo Velocity Response (h=5%)

2018/09/06 03:07:50 at HKD128: K-NET station, Intensity: 6.4

HKD126 鵡川

HKD124 由仁
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Pseudo Velocity Response (h=5%)

2018/09/06 03:07:53 at HKD124: K-NET station, Intensity: 4.9
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Pseudo Velocity Response (h=5%)

2018/09/06 03:07:51 at HKD126: K-NET station, Intensity: 6.4

各観測点位置（9/13現在 データ入手地点 KiK-net TOP4, K-NET TOP6）



112018年9月13日第5報 小堀鐸二研究所被害の状況

消防庁のwebページより http://www.fdma.go.jp/bn/2018/detail/1074.html



122018年9月13日第5報 小堀鐸二研究所地殻変動（国土地理院より）

国土地理院HPより
http://www.gsi.go.jp/chibankansi/chikakukansi_20180906iburi_00002.html

電子基準点で観測されたデータ
・「門別（もんべつ）」において南方向に約5cm
・「厚真（あつま）」において南東方向に約5cm
・その周辺の電子基準点で小さな地殻変動



132018年9月13日第5報 小堀鐸二研究所

• 気象庁によれば、今回の地震は北海道南西部の胆振地方中東部で発生した逆断層型
の地震

• この地震の震源近くには、石狩低地東縁断層帯があるが、同断層帯との関係は現時点で
は不明。地震本部によれば、この断層帯(南部)による今後30年の地震発生確率は0.2%
以下のAランク

• 最大震度は7を観測（気象庁の厚真町観測点、およびKiK-net追分観測点）

• 家屋の倒壊、土砂崩れ、道路陥没、液状化等の被害が出ているようだが、幸いなことに
顕著な構造物被害は生じていないもよう

• 当該地震の特徴

• 震源が深い割には震度７に至る大きな揺れが発生。地盤の影響が大きいと予測さ
れる

• 活断層と対応付けられない場合は、日本全国どこでも起こりうる地震動レベルとなる

以上は2018/9/13 12:00時点のまとめであり、今後、新しい情報が出された時点で随時更新予定

まとめ
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